
令 和 ５ 年 度 岡 山 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 

第 ２ 回 女 性 委 員 会   議 事 要 旨 

 

日 時 令和５年９月２６日（火） 

                                  １３：００～１５：００ 

場 所 ピュアリティまきび  

２Ｆ「ガーネット」 

出席者 ８名出席（３名委任状） 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

  赤木会長あいさつ 

  岡﨑委員長あいさつ 

 

 ※１５：３０から専門委員会があり、内容等を事前に把握するため、松江委員長

が参加 

 

３ 協議内容 

（１）岡山県スポーツ推進委員協議会新組織について 

【事務局】 

 ○ 第１回女性委員会及び専門委員会の内容確認 

 ○ 新組織の名称について 

（委員からの意見） 

 

  ・ニューリーダー（LEADER）  

・ニューアクティブ（ACTIVE） 

  ・ニュープラン（PLAN）    

  ・みんスポ委員会（月刊誌「みんなのスポーツ」から） 

  ・ユニバーサル 

・LAP 部会（上記３つの頭文字をとって） 

 

 → 皆さんの意見をもって、女性委員会の意見と合わせ、第３回の合同会議で

決定する。 

  ○ 規約・細則について（要項 P.4～） 

  ・４ページについては、現在の規約である。 

  ・５ページからは、新組織に向けた規約及び施行細則である。現在の専門委 

員会の施行細則を基準に考えている。 



  ・赤字の個所が、追記及び変更したところである。 

  ・第７条の２については、今まで委任状についての記載がなかったため、新 

たに追記するものである。 

   ・６ページは、現在の専門委員会の施行細則である。第２条の構成委員につ

いて検討いただきたい。 

   ・女性委員の積極的な登用に向け、各支部の推薦を３名から４名に増やし、

その内２名以上を女性としている。さらに、会長推薦の人数を３名から４

名に増やしている。また、委員長及び副委員長は計３名のうち２名が女性

となるようにした。 

   ・この人数に増やすことで、現在、専門委員会が計１５名のところ、新組織

では２０名に増加し、約半数が女性となる。 

 

   （岡﨑委員長） 

   ・ここまでの委任状の追記及び構成委員の人数増加について、御意見はある

か。 

    → 一同、同意 

 

  【事務局】 

   ・引き続き、７ページからは「岡山県スポーツ推進委員協議会」の規約にな

る。新組織の設立に伴い、県協議会の規約及び施行細則の改定が必要とな

るため、内容について検討いただきたい。 

   ・７ページは、第４条（３）にスポーツ推進委員の役割である「調整」を追

記した。 

   ・第７条の役員の選任について、このあとの施行細則で関係してくるため、

変更等はないが、内容を確認していただきたい。特に、「別に定める者をも

って充てる」という記載について確認をお願いする。 

   ・第７条の１は理事について、２は、特に影響はなく、３は、副会長につい

てで、女性委員長が副会長となっている。４は、常任理事についてで、専

門委員長が常任理事となっている。 

・８ページは、委任状について追記した。 

   ・９ページの 14 条は、新組織の名称になる。「部会」になる。 

   ・11 ページは県協議会施行細則になる。ここで先ほどの役員の選任について

検討いただきたい。 

   ・第２条の４の理事について（２）の別に定める者は、現在は、女性委員長

となっているが、新組織では、新部長及び副部長にする。 

   ・同様に（３）は、専門委員長となっているが、新組織改編に伴い、削除す

る。 



   ・（４）はこのままで、関係行政機関からは本課、課長が選任されている。 

   ・第２条の５の副会長について、現在は各支部会長と女性委員長が選任され

ている。女性委員長が別に定める者になっているが、新組織では、新委員

長又は、副委員長の女性委員とする。 

   ・第２条の５の常任理事について、現在は岡山市と倉敷市から選出されたも

のと専門委員長が選任されているが、新組織改編に伴い、専門委員長を削

除し、別に定める者になっているものを新委員長及び副委員長にする。 

   ・このようにすることで、常任理事会・理事会で女性が活躍できるようにな

ると思う。常任理事会で女性の登用が増加することになるのではないか。 

  

   （岡﨑委員長） 

・現在は、常任理事会で女性が自分一人で心細いところがある。女性が増え 

ることにより、心強く、意見も言いやすい雰囲気になり、この案はありが 

たい。 

・この事務局案について、御意見はあるか。 

   （委員等から） 

   ・11 ページの第２条４（２）と第２条５に「３名」ということを記載しては

どうか。 

    → 一同、同意 

 

  【事務局】 

   ・今後、常任理事会に諮っていく。 

 

（２）その他について 

  〈橋本委員から〉 

  ・美作市での活動がなくなってきている。スポーツ協会との連携もうまくでき 

ていない。他市の活動やつながりをどうしているのか、教えてもらいたい。 

  〈会長〉 

  ・指定管理制度の活用が有効である 

  ・市教委やスポーツ協会が先頭に立っていかないと困難な面がある。 

  〈松江委員〉 

  ・スポーツツーリズムの活動を参考にしてはどうか。 

  〈事務局〉 

  ・美作市は、湯郷ベルがあるので、タイアップ企画を考えることも有効。 

  ・湯郷温泉もあるので、スポーツと観光の観点から、市の観光課と企画する方 

法もある。（スポーツツーリズム） 

 



  〈西江委員〉 

  ・笠岡市は、公民館へのアプローチをした。各地域の公民館の会議へ出席し、 

チラシの配布や実際に「ボッチャ」の実技体験を開催した。スポーツ推進委 

員から積極的に情報発信している。 

  ・結果、いくつかの地域からオファーがあった。 

  〈河内委員〉 

  ・町の住民がスポーツ推進委員の存在を認知していない。 

  ・ニュースポーツの器具・用具を所有しているが、有効活用できていない。 

  ・以前は、公民館等に発信していたが、コロナの影響で現在できていない。 

  ・やはり、スポーツ推進委員から積極的に発信・広報していかないといけない 

と感じた。 

  〈岡嶋委員〉 

  ・津山市もコロナの影響でスポーツ教室等が減少した。 

  ・公民館などへ出前教室に積極的に出向いている。 

  〈全体〉 

  ・受け身ではなく、スポーツ推進委員から積極的に情報発信や出向いていくこ 

とが必要ではないか。 

 

４ その他 

○令和６年度初任者研修会について 

【事務局から】 

・来年度が初任研開催年度となる。企画・運営等は、県及び専門委員会が主体 

となっていたが、新組織改編に伴い、来年度からは新組織が主体となって運 

営等行うことになる。 

・13 ページからは、初任研の開催要項（案）になる。これまでに専門委員会で 

協議しており、現時点での案になる。 

  ・開催について大きく変更したことは、来年度は県研修会の午前中としてい 

る。また、実践報告はなくし、県研修会で受講するようにした。それ以外は 

特に変更していない。 

・本女性委員会の委員の皆さんにおかれましては、ぜひ、来年度新組織の委員 

となって、御協力、御活躍いただきたいと考えています。 

  ・次回の女性委員会は、専門委員会との合同委員会で開催する。開催時期は、 

令和６年１月の予定だが、２月にずれ込む可能性がある。 

 

  〈松江委員〉 

  ・ぜひ、新組織の委員長、副委員長に立候補して、リーダーとして活躍しても 

らいたい。 



  〈岡﨑院長から〉 

  ・次回合同会議終了後、専門委員会の方と合同の懇親会を開催したいので、御 

 

５ 閉 会  

   緒方総括参事（事務局）あいさつ 


